
２０２４年度大阪弁護士会副会長推薦候補者から意見を伺う会
兼　第２回　選考委員会　議事録

２０２３年７月２６日

選考委員長　　岩　　本　　　朗

１．日　　時		２０２３年７月２６日　午後１時００分
１．場　　所		大阪弁護士会館９２０号会議室及びＺｏｏｍミーティング
１．出席委員　

委員総数　　　　　　　　　５６名
出席委員の数　　　　　　　１３名
委任状による出席委員の数　３２名
合計　　　　　　　　　　　４５名

　上記のとおり定足数に足る委員の出席があったので，本委員会は適法に成立し，選考委員長岩本朗は議長となり，開会を宣するとともに，先んじて「２０２４年度大阪弁護士会副会長推薦候補者から意見を伺う会」を開始した。

第一部　２０２４年度大阪弁護士会副会長推薦候補者から意見を伺う会

第１　選考委員会委員長　挨拶
　本会開催に当たり，選考委員長岩本朗が，挨拶した。

第２　大阪弁護士会副会長推薦候補者　松井淑子会員より意見表明
松井会員より，２０２３年７月１２日付同会員作成の意見書に即しつつ，意見表明がなされた。
　　　

第３　参加者との意見交換，質疑
　上記の各意見表明に関して，参加会員から以下のとおり，発言があった。

Ａ会員：
弁護士会や弁護団の活動をしていない、わからないと言っていたが、それは全く気にする必要はない。手垢がついていない感性を生かしてほしい。女性会員、若手会員、無所属会員の活用をお願いしたい。絶大な信頼をしている。

Ｂ会員：
松井会員のイメージは数字に強くて、正義感が強い。協同組合の財務委員長を務めている際、協同組合の理事会に対して、意見が言いづらいところで、はっきり意見を言っていた。芯が強い。イノシシのような方という印象。活かして活躍してほしい。

Ｃ会員：
人の話をよく聞く、謙虚な方。執行部にはいると、矢面に立ちながら、言うべきことを言い説得しないといけない場面がある。柔と剛、両方をバランスよく使い分けて頑張ってほしい。

Ｄ会員：
外から弁護士会をみて、弁護士自治の大切さに気付いたことや、使命感の強さが素晴らしい。趣味のトライアスロン、無理をなさらずに。委員会活動等をしてこなかったことは気にしなくて良い。それに代わる重要な経験をしてきている。他の人がしていない経験が活かされ、ダイバーシティに繋がる。

E会員：
法テラスは法務省・行政の予算でしばられる。報酬基準を上げてほしい。会員の意見をくみ上げてほしい。

F会員：
法テラスの報酬基準は根深い問題がある。なんとかアップしようとしている。財務委員会は財務の健全を図ろうとしている。お金と人権活動の調和が必要。

第４　選考委員会委員長　挨拶
　２０２４年度大阪弁護士会副会長推薦候補者から意見を伺う会終了に当たり，選考委員長岩本朗が，結びの言葉を述べた。

第二部　第２回　選考委員会

　第一部に引き続き，選考委員会において，議題の審議に入った。

【議事の内容】

第１　２０２４年度大阪弁護士会副会長推薦候補者の選考方法について
【決議】
（１）選考方法を単記無記名投票とすることについて
（２）上記投票期間を８月１日から８月１０日とすることについて

次年度副会長候補推薦者の選考方法について，別段の異議なく，賛成多数でこれを可決した。

第２　むすび
選考委員長：
Zoomでの参加者１０数名、リアルでは３０名以上と、多くの方にお集まりいただけた。
[bookmark: _GoBack]投票結果を待たなければならないが、当会より素晴らしい方を副会長として推薦できそうであることに誇らしさを感じている。
　　　　以　　上

